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桐生市議会は、いちばん身近な頼れる議会を目指して議会機能の充実強化に努めます。
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

◆職員研修及び相談窓口の強化について

◆公共交通の利便性向上について

◆オンライン手続のDX推進について

総務委員会

◆公共施設 (学校含む )のトイレの環境改善に関すること
◆桐生市で生まれたすべての子どもに対する切れ目ない英語
　教育の実施に関すること
◆  公立小学校の教育の質の向上に関すること

教育民生委員会

◆個人事業主レベルのＭ＆Ａ推進に関すること

◆桐生駅周辺の活性化策に関すること

◆有害鳥獣の捕獲奨励金の拡充に関すること

経済建設委員会

　令和６年度桐生市歳入歳出決算、桐生市各公営企業会計決算
については、それぞれ認定されました。
　同決算の認定に当たっては、市長による令和６年度決算総括、
監査委員による監査報告の後、決算特別委員会（委員17名で構
成）を設置し、３日間にわたり慎重に審査を行いました。

　市議会では市民意見を市政に反映させるた
め、次年度当初予算に対する要望書を全議員
の総意として市長に提出しています。
　要望内容は下記のとおりです。なお、二次
元コードを読み取ると、全文を見ることがで
きます。

決算特別委員会 開催

全文はこちらを
CHECK!

予算要望書提出

おりひめバス

有害鳥獣のイメージ

教育のイメージ

▶
市
長
へ
要
望
書
を
提
出
す
る

正
副
議
長
及
び
各
常
任
委
員
長
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

Special feature特
集

　市議会では、新本庁舎建設工事をめぐる入札妨害事件に関連し、状況の把握と市当局の対応
を確認するため、各派代表者会議及び全員協議会を開催しました。また、下記の決議案が議員
により提出され、審議の結果、全会一致で可決されました。

令和 7 年 9 月26日 桐 生 市 議 会

新本庁舎建設工事をめぐる入札妨害事件

　教育民生委員会は、「桐生市福祉事務所の不適切な生活保護業務について、二度とこのよう
な事態が起こらぬよう、桐生市生活保護の適正化に関する第三者委員会や厚生労働省、群馬県
からの指摘や提案された事項を踏まえた改善への取組状況等を調査・確認し、今後も適正な事
務の執行が維持されていくか、議会として検証を行うこと」を目的に、所管事務調査  として調
査することを決定し、市当局から毎月の改善状況について報告を受けています。
※「所管事務調査」とは・・・市長等から提出された議案等の審査に限らず、各委員会の所管事務に
　　　　　　　　　　　　　　ついて積極的に調査研究を行うこと。

生活保護業務の詳しい改善状況等はこちらをCheck→

生活保護業務改善に向けて

各派代表者会議

全 員 協 議 会

桐生市役所新本庁舎建設工事をめぐる入札妨害事件に関し市民の信頼回復に全力をあげること
を求める決議

※

　　　　　　　　6 月24日に「新本庁舎建設工事請負契約に関する現状について」説明を受け、
続く 7 月 9 日には、市長に出席いただき「副市長の退職について」報告がありました。7 月15日
には、「新本庁舎整備事業に係る主な契約状況について」確認を行い、7 月29日には、市長に出
席いただき「森山前副市長の逮捕について」報告を受けました。

　　　　　　　　8 月19日に開催し「森山前副市長の起訴について」の報告を受けました。
市長から、前副市長が 7 月24日に官製談合防止法違反・加重収賄の容疑で逮捕され、8 月13日
に同罪で起訴されたことの説明がありました。その上で、このような事態に至ったことは「誠に遺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憾であり、市民や関係者の皆様に深くお詫び申し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上げる」と述べ、市としては今後の裁判の状況を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見守りつつ、事実関係が一定程度明かになった段
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階で、弁護士など外部有識者を含む組織を立ち上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ、事件の経緯や原因の調査を行い、再発防止策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を講じていく方針であることが報告されました。

　今般発生した桐生市役所新本庁舎建設工事をめぐる入札妨害事件は、本市選出の現職県議会
議員、そして前副市長の逮捕という重大な事態を引き起こし、多くの市民に多大なるご心配と
ご迷惑をおかけしている状況であり、改めて強い遺憾の意を表明するものである。
　桐生市はこれらの事態を厳粛に受け止め、今後の裁判の状況等を見守りつつではあるが、な
るべく早期に、事件発生にいたった経緯や原因の究明、さらには今後の再発防止に徹して取り
組み、市民の信頼回復に全力をあげることを強く求める。
　以上、決議する。

全員協議会の様子
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一
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通学児童を交通事故から守る措置を

そのほか…「私道対応」について質問

児
童
の
安
全
確
保

政
策
研
究
会　

　
近
年
、
通
学
児
童
の
交
通
事
故
が
多
発
す

る
中
、
い
か
に
通
学
児
童
の
安
全
を
確
保
す
る

か
が
求
め
ら
れ
る
。
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
地
域
安
全
指

導
実
施
要
綱
並
び
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
制
度
の
創
設
を
提
案
す
る
が
、
い
か
が
か
。 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
制
度
導
入
を

問　
　
学
校
や
通
学
路
の
安
全
確
保
は
教
育
委
員

会
と
し
て
も
最
優
先
事
項
の
一
つ
と
考
え
る
。

導
入
市
で
は
、
担
い
手
不
足
の
状
況
を
聞
く
が
、

提
案
に
つ
い
て
は
、
学
校
安
全
の
強
化
を
図
る

上
で
大
変
重
要
な
取
組
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、

今
後
、
前
向
き
に
検
討
を
進
め
、
総
合
的
な
安

全
対
策
を
推
進
し
た
い
。

前
向
き
に
検
討
を
進
め
た
い

答

　 9 月25日（木）・26日（金）の２日間にわたり、15人の
議員が一般質問を行い、市政に関する問題について、市当
局の見解を求めました。

※氏名の横は所属会派名（無会派は会派に属さない議員）

テーマは自由
　質問する内容は、議案とは
関係なく、市政に関し自由に
決め、事前に通告しています。

過去の定例会から本定例会
までの一般質問通告一覧表
はこちらの二次元コードか
ら見ることができます。

　　　市議会だよりでは、スペースの都合
　　　上、質問と答弁が要約してあります
が、各議員の二次元コードを読み込むと、
一般質問の映像を見ることができます！

質問時間は40分
　議員１人の質問時間は、市
当局からの答弁も含めて、40
分以内です。

議 員 の 案提

※各議員の提案の右上にあるロゴは、SDGs（エス・ディー・ジーズ）の17の目標に関連しています。

福
島
　
賢
一 

議
員

し
ま

け
ん
い
ち

ふ
く

一般質問ここが
　聞きたい！

スクールガードリーダーとは…警察・教職員OBなどで構成され、教育委員会などから委嘱を受けて活動する地域学校安全指導員のこと。ヒント

子どもが通学しているイメージ

ゴミの分別のイメージ

そのほか…「母子健康手帳」について質問 

ご
み
の
適
正

小
島
　
　
強 

議
員

一
心
会

　
　
本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
全
国
に
比
べ

低
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
達
成
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
達
成
に
向
け
て
取
組
は

問　
　
雑
紙
回
収
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
資
源
物
の
回
収
品
目
を
拡
充
し
、
資
源
化
量

を
増
や
す
こ
と
が
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
具

体
的
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
収
集
や
再
資

源
化
等
に
係
る
施
策
を
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
分
別
収
集
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。
引
き

続
き
、
循
環
型
社
会
形
成
に
向
け
、
資
源
化
促

進
を
図
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
目
標
値
を
策
定

し
実
現
で
き
る
よ
う
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
収
集
を
検
討

答

プラスチック類の分別収集等の実施を
議 員 の 案提 こ

じ
ま

つ
よ
し
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桐生市立商業高校体育館エアコン設置 
議 員 の 案提

に

わ

た
か

し
　
　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
猛
暑
を
考
慮
す
る
な
か
、
体
育
館
で
活

動
す
る
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
計
画
的
に
設

置
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

計
画
的
に
設
置
し
て
い
き
た
い

答
　
　
本
市
で
は
今
夏
一
時
的
に
国
内
歴
代
最
高

気
温
が
観
測
さ
れ
た
。
暑
さ
警
報
が
出
る
と
体

育
館
は
使
用
で
き
ず
、
授
業
や
部
活
動
に
影
響

が
出
る
。
ま
た
、
災
害
時
の
指
定
緊
急
避
難
所

に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
避
難
者
の
健
康
被
害
を

避
け
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に

も
、
適
切
な
温
度
管
理
が
必
要
と
考
え
る
。
市

内
の
公
立
高
校
の
う
ち
エ
ア
コ
ン
設
置
の
見
込

み
が
な
い
の
は
桐
商
だ
け
で
あ
る
が
、
見
解
は
。

１
日
も
早
い
エ
ア
コ
ン
設
置
の
方
向
性
は

問

生
徒
保
護
者
の
思
い

丹
羽
　
孝
志 

議
員

公
明
ク
ラ
ブ

少
子
化
対
策

歌
代    

公
司 

議
員

無
会
派

　
　
福
岡
市
で
は
、
結
婚
や
子
育
て
の
イ
メ
ー

ジ
が
持
て
な
い
若
者
向
け
に「
１
d
a
y
子
育

て
体
験
」
を
実
施
し
て
い
る
。
２
時
間
半
程
度
、

若
者
が
子
育
て
中
の
家
庭
を
訪
問
し
、
お
手
伝

い
を
し
つ
つ
対
話
を
す
る
。
参
加
者
か
ら
も
、

受
入
れ
家
庭
か
ら
も
好
評
の
よ
う
だ
が
同
じ
施

策
展
開
は
出
来
な
い
か
。

若
者
向
け
1
d
a
y
子
育
て
体
験
の
提
案

問　
　
ご
提
案
を
参
考
と
し
て
、
ま
ず
は
、
既
存

の
事
業
を
見
直
し
、
若
者
世
代
が
育
児
体
験
や

ふ
れ
あ
い
体
験
、
併
せ
て
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
に
つ
い
て
も
学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
１
人
で
も
多
く
の
人
が
子
ど

も
を
持
つ
こ
と
に
希
望
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

乳
幼
児
に
触
れ
合
う
機
会
を

答

若者に子育て体験の機会を
議 員 の 案提

そのほか…「クビアカツヤカミキリの被害木の対応」「幼稚園廃園後の解体時期、その後の管理」について質問 

う
た
し
ろ

こ
う

じ

「プレコンセプションケア」とは…若い男女が将来のライフプランを考えながら、日々の生活や健康と向き合うこと。ヒント

子育てのイメージ

クビアカツヤカミキリクビアカツヤカミキリ

被
害
木

岡
部
　
純
朗 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

お
か

べ

す
み
お

クビアカツヤカミキリ被害防止を
議 員 の 案提

そのほか…「桐生運動公園小倉クラッチ・スタジアム付近の欅伐採後の処理」「学校給食中央共同調理場のフェンス」について質問

　
　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
対
策
と

し
て
、
現
在
ま
で
に
各
部
局
で
集
計
し
た
数
値

に
つ
い
て
、
予
防
措
置
を
講
じ
た
樹
木
数
及
び

そ
の
方
法
、
ま
た
被
害
が
確
認
さ
れ
伐
採
に
至

っ
た
樹
木
数
は
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
対
策

問　
　
本
市
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
対
策
の

取
組
実
績
と
し
て
、
令
和
4
年
度
か
ら
令
和
6

年
度
ま
で
に
薬
剤
を
樹
木
に
浸
透
さ
せ
て
予
防

す
る
「
樹
幹
注
入
」
を
1
，
3
4
4
本
、
ま
た
、

令
和
5
年
度
か
ら
令
和
6
年
度
に
か
け
て
は
、

成
虫
の
移
動
や
新
た
な
樹
木
へ
の
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ネ
ッ
ト
巻
き
」
を
　
本

行
っ
た
。
伐
採
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
樹
木
に
つ

い
て
は
2
1
1
本
で
あ
っ
た
。 

 

 

被
害
拡
大
の
防
止

答

体育館で部活をしているイメージ

68
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特
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般
質
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「アウトメディア」とは…期間を定め、デジタル機器の使用時間を減らし、生活習慣・学習習慣の改善を図ること。ヒント

　
　
厚
生
労
働
省
か
ら
は
令
和
7
年
4
月
に
各

地
域
の
包
括
的
な
連
携
協
力
体
制
の
構
築
及
び

推
進
を
求
め
る
旨
の
通
知
が
出
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
県
と
の
連
携
を
強
化
し
つ
つ
市
民
が

相
談
し
や
す
い
よ
う
相
談
窓
口
の
明
確
化
と
そ

の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

そのほか…「ネイチャーポジティブ（自然再興）の実現による桐生の価値の最大化」について質問

相
談
窓
口
の
設
置

久
保
田
　
裕
一 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

く

ぼ

た

ゆ
う
い
ち

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
な
ど
が
社
会
問
題
と

な
る
な
か
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
が
増
加
し
て

お
り
、
当
事
者
の
み
な
ら
ず
家
族
も
苦
し
ん
で

い
る
。
適
切
な
相
談
・
治
療
に
よ
っ
て
回
復
は

可
能
で
あ
る
が
、
病
気
と
認
識
さ
れ
ず
相
談
に

繋
が
っ
て
い
な
い
。
相
談
窓
口
の
設
置
と
明
確

化
及
び
そ
の
周
知
に
よ
り
、
社
会
問
題
の
減
少

に
繋
が
る
と
考
え
る
が
。 
 

 

当
事
者
・
家
族
が
相
談
し
や
す
い
環
境
に

問相
談
窓
口
の
明
確
化
・
周
知
を
図
る

答

ギャンブル依存症への対策が急務
議 員 の 案提

そのほか…「マイナ保険証」「単身高齢者」について質問

学
力
向
上
へ

河
原
井  

　
始 

議
員

ク
ラ
ブ

か

わ
ら

い

は
じ
め

　
　
国
の
調
査
で
子
供
の
学
力
の
大
幅
な
低
下

が
判
明
し
て
い
る
。
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
に
費
や

す
時
間
の
増
加
が
一
因
と
見
ら
れ
て
い
る
。
中

で
も
、
ス
マ
ホ
依
存
が
学
力
低
下
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
市
の
対
策
は
。

児
童
・
生
徒
の
学
力
低
下
へ
の
対
策
は

問　
　
市
全
体
の
学
力
に
関
わ
る
課
題
を
共
有
し
、

学
校
ご
と
に
自
校
の
結
果
を
分
析
す
る
こ
と
で

授
業
改
善
や
学
力
向
上
計
画
の
工
夫
改
善
を
図

っ
て
い
る
。
ス
マ
ホ
等
の
依
存
防
止
に
つ
い
て

は
、
学
校
で
も
指
導
し
て
い
る
が
、
家
庭
の
協

力
が
不
可
欠
と
な
る
。
多
く
の
学
校
で
は
ア
ウ

ト
メ
デ
ィ
ア
の
取
組
を
行
い
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
家
庭
で
ス
マ
ホ
等
の
使
い
方
を
共
に
考
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

授
業
や
学
力
向
上
計
画
の
改
善
を
図
る

答

スマホ等の利用、家庭と連携強化を
議 員 の 案提

森
林
環
境
保
全

園
田    

基
博 

議
員

一
心
会

そ
の

だ

も
と
ひ
ろ

　
　
現
場
を
理
解
し
て
い
る
林
政
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
か
ら
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
方
等

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
そ
の
助
言

を
反
映
し
て
い
く
の
か
。

具
現
化
し
て
い
く
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

問　
　
令
和
８
年
度
の
予
算
編
成
時
期
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
取
り
ま
と
め
い
た
だ
い
た
森
林
環

境
譲
与
税
の
使
途
及
び
桐
生
市
産
木
材
の
利
用

促
進
に
係
る
提
案
書
を
９
月
末
に
、
林
政
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
市
長
に
直
接
、
提
出
い
た

だ
く
予
定
で
あ
る
。
い
た
だ
い
た
提
案
は
農
林

振
興
課
を
は
じ
め
関
係
部
署
と
協
議
を
行
う
な

ど
、
施
策
へ
の
反
映
に
向
け
、
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

関
係
部
署
と
協
議
を
行
い
し
っ
か
り
対
応

答

林政コーディネーターの意見反映を
議 員 の 案提

そのほか…「アートによる地域活性化」について質問 

21

相談窓口のイメージ

森林環境保全のイメージ

スマホを利用する子どものイメージ
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特　
　

集

　
　
地
域
産
業
に
従
事
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
や
技
能
を
習
得
す
る
学
校
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
卒
業
生
の
多
く
が
、
市
内
な
ど
を
中
心
に
、

様
々
な
企
業
や
商
店
で
活
躍
し
て
お
り
、
市
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意

義
と
役
割
は
と
て
も
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。 

意
義
と
役
割
は
と
て
も
大
き
い

答
　
　
桐
生
市
立
商
業
高
校
の
存
続
に
は
、
他
市

県
外
か
ら
志
願
者
が
絶
え
な
い
魅
力
的
で
先
進

的
な
教
育
の
場
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
教
育
へ

の
予
算
は
単
な
る
経
費
で
は
な
く
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
で
あ
り
、
市
の
未
来

を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
の
確

保
を
望
む
が
、
市
立
高
校
と
し
て
設
置
し
て
い

る
意
義
は
。 

市
立
高
校
の
教
育
的
・
社
会
的
意
義

問

適
切
な
学
級
編
成

日
本
共
産
党
議
員
団

桐
生
市
立
商
業
高
校

近
藤
　
芽
衣 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

積極的な姿勢で教育投資、環境整備を
議 員 の 案提 こ

ん
ど
う

め

い

子供や保護者、教職員が望む適正規模
議 員 の 案提

そのほか…「2026年度(令和8年度)から実施予定のこども誰でも通園制度」「違法性が疑われる桐生市福祉事務所の組織形成」について質問

　
　
市
の
小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基

本
方
針
の
望
ま
し
い
学
級
規
模
の
基
準
で
は
、

小
学
校
1
・
2
学
年
だ
け
は
１
学
級
当
た
り　

人
以
下
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は　
人
以
下
と

し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
、
市
内
の
小
中
学
校

の
保
護
者
、
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
、
未
就
学

児
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

１
学
級
あ
た
り　
人
か
ら　
人
が
望
ま
し
い
と

い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。
基
準
と
現
場
の

意
見
が
違
う
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
の
方
針
と
現
場
の
意
見
が
違
う
の
で
は

問　
　
学
校
・
学
級
規
模
の
基
準
は
、
法
令
や
県

教
委
の
学
級
編
制
基
準
で
決
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
引
き
続
き
国
県
に
対
し
、
基
準
の
緩
和
や

教
職
員
定
数
の
改
善
を
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

国
県
に
対
し
基
準
改
善
を
要
望
し
て
い
く

答

渡
辺  

　
恒 

議
員

わ
た
な
べ

ひ
と
し

交
通
指
導
員
の
安
全

辻   

　
正
男 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

　
　
交
通
指
導
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
熱
中

症
の
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
心
し
て
職
務

を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
よ
り
効
果
的
な

対
策
の
導
入
が
求
め
ら
れ
る
。
交
通
指
導
員
の

安
全
と
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
空
調
ベ
ス
ト

の
支
給
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
が
、
見
解
は
。 

空
調
ベ
ス
ト
の
支
給
検
討
を

問　
　
空
調
ベ
ス
ト
は
、
登
校
時
の
交
通
指
導
に

限
ら
ず
、
真
夏
の
日
中
に
行
わ
れ
る
地
区
の
行

事
等
で
の
使
用
な
ど
、
交
通
指
導
員
の
暑
さ
対

策
と
し
て
有
効
性
や
必
要
性
は
あ
る
も
の
と
考

え
る
。
空
調
ベ
ス
ト
の
支
給
は
、
交
通
指
導
員

か
ら
の
意
見
も
参
考
に
し
、
他
の
暑
さ
対
策
も

含
め
、
指
導
員
の
健
康
を
守
る
た
め
の
対
策
と

し
て
総
合
的
に
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。 

総
合
的
に
研
究
し
て
ま
い
り
た
い

答

交通指導員の暑さ対策を
議 員 の 案提 つ

じ

ま
さ

お

30

30

21

35

そのほか…「情報公開における不開示理由」について質問

そのほか…「公民館管理人の不足と防災への影響」について質問 

桐生市立商業高校

授業のイメージ授業のイメージ

空調ベスト
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市
議
会
の
活
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か

定
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概
要

特　
　

集

一
般
質
問

8

市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特　
　

集

一
般
質
問

　
　
広
沢
こ
ど
も
園
開
設
時
の
よ
う
な
大
規
模

改
修
の
予
定
は
な
い
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
運

営
上
に
課
題
が
出
て
き
た
際
は
、
子
ど
も
が
安

全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
環
境
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
跡
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
解
体
予
定
で
あ

り
、
そ
の
後
は
、
売
却
も
含
め
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。

そのほか…「渡良瀬川右岸堤防等の整備」「職員の育成」について質問

広
沢
こ
ど
も
園

周
藤
　
雅
彦 

議
員

ク
ラ
ブ

し
ゅ
う
と
う

ま
さ
ひ
こ

　
　
旧
広
沢
幼
稚
園
と
比
べ
開
園
時
間
が
延
び

て
い
る
が
、
保
護
者
等
の
迎
え
の
際
、
灯
り
が

な
く
非
常
に
暗
い
。
子
ど
も
と
保
護
者
の
安
全

の
た
め
電
灯
等
が
必
要
と
思
う
が
見
解
は
。　

　
ま
た
、
統
合
さ
れ
廃
園
し
た
広
沢
南
部
保
育

園
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
。

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

問安
全
の
た
め
環
境
整
備
に
努
め
る

答

重
層
的
支
援
体
制

山
之
内   

　
肇 

議
員

公
明
ク
ラ
ブ

や
ま

の

う
ち

は
じ
め

　
　
包
括
的
支
援
体
制
構
築
の
要
と
し
て
、
制

度
・
事
業
中
心
で
は
な
く
、
本
人
・
世
帯
中
心

と
い
う
考
え
方
を
基
に
相
談
を
受
け
止
め
、
必

要
に
応
じ
て
連
携
の
仕
組
み
に
繋
ぐ
と
い
う
姿

勢
の
全
庁
的
な
浸
透
、
各
部
署
か
ら
そ
れ
ら
を

吸
い
上
げ
る
仕
組
み
や
役
割
、
更
に
は
多
機
関

協
働
事
業
委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
っ
て
い
く
の
か
。

複
雑
化
・
複
合
化
す
る
相
談
へ
の
対
応
は

問　
　
本
人
や
世
帯
を
中
心
に
、
困
り
ご
と
を
抱

え
る
市
民
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
体
制

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
関
係

機
関
と
重
層
的
支
援
体
制
の
主
旨
や
目
的
に
つ

い
て
共
通
認
識
を
持
ち
、
推
進
と
連
携
の
強
化

を
図
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
体
制
へ

答

本人・世帯中心の包括的支援体制へ
議 員 の 案提

子どもと保護者の安全確保を 
議 員 の 案提

新
庁
舎
ひ
さ
し
工
事

飯
島
　
英
規 

議
員

無
会
派

い
い
じ
ま

ひ
で

き

市は強い怒りを持って交渉をしたのか
議 員 の 案提

そのほか…「外部人材の活用成果、観光大使・藝術大使・ふるさと大使・魅力大使・広報監・メディアプロモーション戦略監」について質問

　
　
旧
本
庁
舎
解
体
工
事
と
の
関
係
か
ら
別
工

事
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ひ
さ
し
設
置
工
事
は
、

現
場
の
状
況
を
熟
知
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
等

の
理
由
か
ら
、
元
Ｊ
Ｖ
代
表
の
関
東
建
設
工
業

と
随
意
契
約
と
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
件

を
受
け
て
契
約
の
合
意
解
除
を
行
い
、
他
の
元

Ｊ
Ｖ
業
者
へ
契
約
引
継
ぎ
を
行
う
と
い
う
タ
フ

な
交
渉
を
、
な
ぜ
市
は
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。 

な
ぜ
契
約
合
意
解
除
の
交
渉
し
な
か
っ
た

問　
　
業
者
変
更
は
検
討
し
た
が
、
事
件
発
覚
前

に
契
約
が
成
立
し
て
お
り
、
市
か
ら
契
約
解
除

を
申
し
出
た
場
合
は
損
害
賠
償
が
発
生
す
る
。

顧
問
弁
護
士
か
ら
も
解
除
理
由
が
な
く
契
約
を

維
持
す
べ
き
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
面
、
財
政
面
、
技
術
面
な
ど
総
合
的

に
勘
案
し
、
現
契
約
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。

総
合
的
に
勘
案
し
現
契
約
を
継
続
し
た

答

そのほか…「命をまもる暑さ対策の推進」について質問

21

広沢こども園

桐生市役所

桐生市役所
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特　
　

集

練
習
場
の
ト
イ
レ

日
本
共
産
党
議
員
団

次回定例会の開催予定は…

議員による寄附や年賀状などは
法律で禁止されています。

11月28日（金）からです。
　市議会だよりは、紙面の都合で発言の一部（要旨）
を掲載しています。詳しくは、図書館で会議録を
ご覧ください。
　なお、会議録は桐生市ホームページからでも
ご覧いただけます。

　公職選挙法により、議員は次のことを
禁止されています。市民の皆さんのご理
解をお願いします。
◎年賀状などのあいさつ状を出すこと。
　（答礼のための自筆によるものは除きます）
◎寄附をすること。
◎本人が出席しない慶弔に祝儀や香典を出すこと。

　市議会議員　田島忠一氏が去る令和 7年
8月20日、ご逝去されました。
　78歳でした。謹んで哀悼の意をささげ、
ご冥福をお祈り申し上げます。

桐生市立商業高校野球部の練習環境改善
議 員 の 案提

そのほか…「少子化対策」「桐生市生活保護業務の適正化に関する第三者委員会からの報告書」「市庁舎問題」について質問

　
　
桐
生
市
立
商
業
高
校
野
球
部
は
今
期
ベ
ス

ト
８
の
実
績
が
あ
り
、
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も

活
躍
し
て
い
る
。
野
球
部
の
練
習
場
と
ト
イ
レ

の
環
境
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

野
球
部
練
習
場
の
環
境
整
備
を

問　
　
桐
生
市
が
国
土
交
通
省
よ
り
占
用
を
受
け

整
備
し
て
い
る
桐
商
野
球
部
の
練
習
場
は
河
川

敷
の
た
め
、
大
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
浸
水
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
。

　
ト
イ
レ
の
環
境
改
善
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

中
に
現
状
の
男
女
兼
用
和
式
1
基
か
ら
、
男
子

用
小
便
器
1
基
と
男
女
兼
用
簡
易
水
洗
式
の
洋

式
便
器
1
基
に
改
良
し
、
環
境
改
善
を
図
る
予

定
で
あ
る
。

今
年
度
中
に
ト
イ
レ
を
改
修

答

関
口
　
直
久 

議
員

せ
き
ぐ
ち

な
お
ひ
さ

田島忠一 議員　逝去

議会運営委員会  委員の変更
　議会運営委員会の委員は次のとおりとなってい
ます。
　　　　　　　　　　　　　　（令7年7月29日付 変更）

議会運営委員会
委 員 長 久保田裕一
委　　員 渡 辺 　 恒　　北 川 久 人　　近 藤 芽 衣

佐 藤 光 好　　河原井　始

副委員長 丹 羽 孝 志

スマホのカメラ、
またはアプリを
起動する。

スマホを二次元
コードにかざす。

表示された
読み取り結果を
タップする

1

2

3

二次元コードの読み取り方

桐商野球部練習場とトイレ桐商野球部練習場とトイレ
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
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市
　
　
　
長
　
　
　
提
　
　
　
出

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第79号

議案第80号

桐生市議会議員及び桐生市長の選挙における選挙運動用自動車の使用
等の公営に関する条例の一部を改正する条例案
桐生市職員の育児休業等に関する条例及び桐生市職員の勤務時間、休
暇等に関する条例の一部を改正する条例案

桐生市自然環境、景観等と再生可能エネルギー発電設備設置事業との
調和に関する条例の一部を改正する条例案

桐生市市税条例の一部を改正する条例案

企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案

桐生市観光ビジョンの変更について

桐生市新里社会体育館各所改修建築主体工事請負契約の締結について

桐生市新里社会体育館各所改修機械設備工事請負契約の締結について
令和7年度桐生市一般会計補正予算（第4号）

令和7年度桐生市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

令和7年度桐生市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

令和7年度桐生市下水道事業会計補正予算（第1号）

令和6年度桐生市農業集落排水事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和6年度桐生市農業集落排水事業会計決算の認定について

●全員賛成で可決した議案

●出席議員の全員賛成で可決した議案

結　　果議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名

原案可決

認　　定

市
長

提
出

議
員

提
出

報告第 5 号

議第6号議案

専決処分（令和7年度桐生市一般会計補正予算（第3号））の承認を求め
るについて
桐生市役所新本庁舎建設工事をめぐる入札妨害事件に関し市民の信頼
回復に全力をあげることを求める決議案

※報告第5号については、人見議長が逝去された田島忠一議員のご自宅に弔詞を届けるため採決に加わらず、山之内副議長は議長
　を交代したため採決に加わっておりません。新井議員は欠席。
※議第6号議案については、渡辺議員と新井議員は欠席。

結　　果議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名

原案可決

承　　認

定 例 会月9

本会議
会　　　　期  9 月 1 日～ 9 月26日（26日間）

市長提出議案 20件　※決算議案6件、補正予算4件を含む

議員提出議案  1 件

請  願  審  査
請願2件の審査を行った結果、いずれも閉会中の継続審査となりました。

付託委員会 受理番号 件　　　　　　　　　名
◎継続審査となった請願

第13号

第 14号
教育民生委員会

桐生市の小学校給食費の無償化を求める請願

選択的夫婦別姓制度をただちに導入するための国会審
議を求める意見書の提出についての請願

　
9
月
の
定
例
会
は
、
9
月
1
日
か
ら
9
月
　
日
ま
で
の
　
日
間
開
か
れ
、
市
長
提
出

議
案
　
件
、
議
員
提
出
議
案
1
件
、
請
願
2
件
の
審
議
の
ほ
か
、
　
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

20

26

26

15

詳細はこちら

人  事  案  件
　市議会は、次の人事案件1件に同意することに決定しました。

決　　　　議
次の決議案が議員より提出され、審議の結果、原案のとおり可決しました。
「桐生市役所新本庁舎建設工事をめぐる入札妨害事件に関し市民の信頼回復に全
力を挙げることを求める決議案」

西　條　敦　史 氏（新任）◇副　市　長
さい じょう あつ し
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各常任委員会 慎重に審査しました！
各常任委員会で審査した主な議案及び主な質疑答弁をお知らせします。

周
　
藤
　
雅
　
彦

河
原
井
　
　
　
始

佐
　
藤
　
光
　
好

福
　
島
　
賢
　
一

岡
　
部
　
純
　
朗

新
　
井
　
達
　
夫

辻
　
　
　
正
　
男

人
　
見
　
武
　
男

山
之
内
　
　
　
肇

丹
　
羽
　
孝
　
志

工
　
藤
　
英
　
人

近
　
藤
　
芽
　
衣

久
保
田
　
裕
　
一

北
　
川
　
久
　
人

園
　
田
　
基
　
博

小
　
島
　
　
　
強

関
　
口
　
直
　
久

渡
　
辺
　
　
　
恒

歌
　
代
　
公
　
司

飯
　
島
　
英
　
規

議案番号・議案

議　員　氏　名

結　果

○：賛成　×：反対　△：退席　－：除斥　欠：欠席

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

×

×

×

△

×

×

×

×

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 同　　意

認　　定

原案可決

認　　定
令和6年度桐生市歳入歳出決算の認定について

令和6年度桐生市水道事業会計決算の認定について

令和6年度桐生市下水道事業会計未処分利益剰余
金の処分について

令和6年度桐生市下水道事業会計決算の認定について

副市長の選任につき同意を求めることについて

市
　
長
　
提
　
出

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第81号

※
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

※9月24日時点の議席番号順で表記されています。

9 / 2 総務委員会
議案65号 桐生市市税条例の一部を改正する条例案

納税義務者が受けられる控除額が、段階的に逓減されていく仕組みだが、その具体的な逓減率は。

地方税法等の一部改正に伴い、個人市民税、市たばこ税及び公示送達に係る規定を整備するほか、所要の改
正を行うもの。

特定親族の合計所得金額が、58万円を超えて95万円以下の場合、控除額は45万円。95万円を超えて100万円以
下の場合、控除額は41万円その後、5万円増えるごとに控除額が段階的に減少し、合計所得金額123万円まで控
除の適用となる。

A

Q

概要

9 / 3 経済建設委員会
議案68号 桐生市観光ビジョンの変更について

リトリート事業として開発していく地域の範囲及び民間企業の誘致についてはどう考えているか。

今後の桐生市の観光地域づくりに関する方向性を示すために策定した「桐生市観光ビジョン」について、黒保
根地区においてリトリート環境整備事業を推進していることを踏まえ、推進項目等を変更しようとするもの。

現在、水沼駅周辺をリトリート推進重点エリアとして開発を進めているが、キャンプ場なども含めた黒保根町
全域でリトリート事業を進めていき、今後新たな民間企業との連携も研究していく。

A

Q

概要

本補正予算は、歳入歳出予算を補正しようとするものであり、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ442
万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ21億4,225万6,000円にするもの。
歳入歳出予算の内容は、歳出予算において、徴収事業を増額するもの。歳入財源は、国庫支出金を増額する
もの。

概要

9 / 4 教育民生委員会
議案73号 令和７年度桐生市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

システム改修では、どのような改修を行うのか。また、改修により、保険料の徴収強化につながるのか。
子ども・子育て支援金制度が創設され、その財源を後期高齢者医療保険料の一部として徴収するにあたり、シ
ステムの保険料設定の中に「子ども・子育て支援金分」という区分を設定するための改修となる。徴収強化に
は影響しないと考える。

A

Q

●賛否が分かれた議案賛 否 の 公 表
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ご あ い さ つご あ い さ つ
　市民の皆様には、平素より市議会に対しまして、ご理解、ご協
力を賜り、心より感謝を申し上げます。
　さて、第３回定例会は、令和６年度の予算執行状況を審議する
決算議会であり、適正かつ効率的な執行が確認され、決算議案は
認定されました。
　また、桐生市議会独自の取組でありますが、市議会の総意とし
て令和8年度当初予算要望書を市長に提出いたしました。 今後も
桐生市の持続的発展につながるよう市議会として、しっかりと議
論を深めてまいります。
　不適切な生活保護問題及び新本庁舎建設をめぐる入札妨害事件
に対しましては、市議会として、市政への信頼を揺るがす重大な
事案として捉えております。いずれも二度とこのような事態が起
こらぬよう再発防止に徹して取り組み、市民の信頼回復に全力を
あげることを強く求めてまいります。
　今後も議員一丸となって取り組んでまいりますので、よろしく
お願い申し上げます。

　今月の表紙は、桐生市議会本会議場で開催された
「ミニきりゅう議会」の様子です。
　このイベントは、子どもたちがまちづくりについて
意見を出し合い、模擬議会を体験することで、政治や
社会生活への関心を高めることを目的としています。
　令和７年度は「子どもがつくるまち ミニきりゅう」
が５周年を迎える記念の年となり、新議場を舞台にし
た模擬議会では、子どもたちが真剣に議論する姿が見
られました。
　未来を担う子どもたちが議会を体験することにより、
地域への関心やまちづくりへの理解が深まることが期
待されます。

　桐生市議会では、議会の仕事や議員の役割に
ついて知っていただこうと、学生の職場体験を
受け入れています。

　今回は、9月29日～30日の2日間、清流中学
校から１人の生徒さんに議会事務局の仕事を体
験していただきました。

ミニきりゅう議会 議会で

山之内　肇 副議長人 見  武 男 議長

桐生市議会 検索 https://www.city.kiryu.lg.jp/shigikai/

YouTube
（ユーチューブ）

X
（旧ツイッター）

Facebook
（フェイスブック）

LINE
（ライン）

■発行／桐生市議会　〒376－8501　群馬県桐生市織姫町1－1
　　　　　　　　　 （0277）32－3538
■編集／桐生市議会事務局
■印刷／太陽印刷工業株式会社

ミニきりゅう議会の様子

会議録の作成作業をしている様子

正副議長と意見交換をしている様子

職 場 体 験


